
ぱんだにこにこだより

年が明け、日に日に寒さが厳しくなってきました。子どもたちは寒さに負けず、長久保

公園や屋上園庭に出ると、公園内を走り回っていたり、鉄棒にぶら下がっていたり、砂場で

おままごと、斜面の上り下りや凸凹道を歩く子どもたち、滑り台を繰り返しする子どもた

ち、各々が好みの遊びを展開していました。体をたくさん動かし、お昼ご飯もたくさん食

べ、お昼寝も沢山して、毎日元気に過ごしていました。

今年度も残り２カ月となりました！今月も引き続き、体調に気を付けながら毎日が楽し

く、元気に、健やかに過ごせるようにしていきたいと思います！

♬ わらべうた ♬

今月の様子

保育園ではよく子どもたちにわらべうたを歌っています。歌うだけではなく、手を取って

なぞったり、腕や足、体全体を使って一緒に楽しんでいます。

「わらべうた」とは、子どもたちの日常生活や遊びのなかで継承されてきた歌の事です。

日本にはわらべ歌が数百種類以上あると言われており、今でも歌い継がれています。

「童謡」と「わらべうた」の違いは、童謡は大人が作った子ども用の歌を指しますが、わら

べうたは子どもによって作り替えられたり、口伝えする事で歌い継がれてきた歌の事を言

います。

わらべうたの特徴は、音域が狭く五つの音でできている為、とても歌いやすいメロ

ディーになっています。音の数が少なく、うたも短いという特徴があります。同じ言葉を繰

り返し聞く事にもなり、子どもが楽しく覚え歌ってみたい！と自発的に歌い始めます。そ

して生活するうえで使う、基本的な言葉が出てくるので、うたを通して身近な言葉を覚

えるという事にも繋がります。

子どもたちへの効果として、わらべうたを聞かせる事は、周囲に興味を持つきっかけに

なります。歌声に反応し、自発的に動こうとする事で、身体機能の発達に良い影響を与

える事も考えられます。また、わらべ歌を歌いながら手足を使って遊ぶ事でスキンシップ

がとれ、ママやパパとの絆を深める事ができます。

また、友だちと楽しく遊ぶことができるため、コミュニケーション能力を身につけたり、

言葉や数を覚えることにつながります。また歌と一緒に体を動かす事で、運動能力やリ

ズム感を養う事も。さらに、日常生活の中で使われる言葉や動きが出てくるので、遊び

ながら生活の基本を学ぶことも出来ます。

ご家庭でも、お子さんと向かい合い、目と目を合わせて歌う事で、安心感や親しみを

持ち、信頼関係が生まれ、愛着も形成されます。特に乳児期において物音や機械の音よ

りも人間の声に快く反応し、気持ちも安定します。ぜひお時間がある時はご家庭でもわ

らべうたを歌ってみて下さい！


